
問新宿区文化観光課文化資源係☎03-5273-4126・ 03-3209-1500
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都市景観の魅力発見 バスツアー参加者募集 子規記念博物館 ― 子規・漱石・極堂  生誕150年 ―

①三津浜まち歩きコース ②市南部バス周遊コース

　正岡子規の命日に当たる９月19日
の前後を「子規週間」とし、さまざまな
事業を開催します（入場無料）。９月19
日は常設展示室を無料開放します。

新宿区立漱石山房記念館　９月24日㈰オープン夏目漱石をゆかりとする縁で
結ばれている新宿区と松山市

　夏目漱石が生まれ、その生涯を閉
じたまち東京都新宿区に９月24日、
漱石にとって初の本格的記念館とな
る「新宿区立漱石山房記念館」が開
館します。これと合わせ新宿区立新
宿歴史博物館では松山市も協力し、

「漱石と子規」展を開催します。新宿
区と松山市は、「夏目漱石をゆかりと
した歴史・文化及び観光交流に関す
る協定」を結び、連携・協力して事業を展開しています。

【施設概要】 所在地  東京都新宿区早稲田南町７ 開館時間  10～
18時（入館は17時30分まで） 休館日  月曜日（休日の場合は直
後の休日でない日）、年末年始（12月29日～１月３日）※９月25
日㈪は開館します 料金  一般＝300円、小・中学生＝100円、団
体（20人以上）＝個人の観覧料金の半額
※詳細は、漱石山房記念館ホームページ http://soseki-museum.
jp/を確認

開館特別展
■漱石山房記念館 新宿区が所蔵する草稿や書簡、初版本などの資料を
一挙公開。【期間】９月24日㈰～12月３日㈰
■新宿歴史博物館（東京都新宿区三栄町22） 漱石と子規－松山・東京   
友情の足跡－【期間】９月24日㈰～11月19日㈰

漱石山房記念館外観
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日時・内容・料金  ９月19日㈫▶10
時～10時35分＝追悼式（献茶、献
花、寸劇「明治二十八年九月末二
番町上野邸前での立話」）▶10時
35分～11時５分＝竹田美喜館長の
講演「子規、最後の帰省―松風会
と『俳諧大要』―」▶10時40分～
15時＝記念茶会（500円）
会場  ４階講堂

日時・内容・定員  右表のとおり
対象  市内在住または通勤・通
学している人
料金  500円
申し込み  ９月15日㈮(必着)。
往復はがきで講座番号(はがき
1枚につき1講座)、住所、氏名、
電話番号を〒790-0857道後
公園1-30子規記念博物館「子
規博講座」係へ

へちまコンテスト
日時  ９月７日㈭～19日㈫▶
一般投票は７日㈭～10日㈰
会場  １階エントランス
内容  市内の小学生が育てた
おもしろヘチマを展示・表
彰（子規庵のヘチマも展示
予定）
※表彰式は９月17日㈰11時
～11時30分

第52回
子規顕彰全国俳句大会

日時  ９月23日（土・祝）
10時～
会場  ４階講堂
内容  募集句表彰、当日
句の投句（12時まで）、
現代俳句協会会長・宮
坂静生さんの記念講演

「子規の直・漱石の拙」

問子規記念博物館☎931-5566・ 934-3416、友の会 http://www.sikihakutomonokai.jp/

子規博講座(後期)

落語を披露する
林家三平さん

講座番号 講　座　名 日　　時 講　　師
（敬称略）定員（抽選）

1 子規博俳句教室（初心者を対象に
実作を通して俳句の上達を目指す）

第２土曜日
14～16時

松山俳句協会
役員 相原 典子30人

2 子規博短歌教室（初心者を対象に
実作を通して短歌の上達を目指す）

第３土曜日
13時30分～16時

松山歌人会
役員40人

3 初学万葉講座（万葉集をやさしく
読み解く）

第３日曜日
13時30分～15時

子規記念博物館
館長 竹田 美喜90人

4 子規博セミナー（子規に宛てた手
紙を読み解く）

第４土曜日
10時30分～12時

子規記念博物館
学芸員25人

5 伊予俳諧講座（後期で終了）（優れた
俳人を輩出した伊予の文化を探る）

第２土曜日
10時～11時30分

松山東雲女子大学
名誉教授 松井 忍30人

まつやま子規亭
第１夜

　「まつやま景観賞受賞物件」や「まつやまの大切にしたい
景観100選」を、講師の説明を聞きながら見学します。
日時 10月14日㈯①９～12時②14～17時
内容 ①田中屋や三津の街
並みなど②オオノ開發㈱
や渡部家住宅など（いず
れも４施設程度）
対象  市内在住または通
勤・通学している人（中学
生以下は保護者同伴）
※①②両方の参加は不可
定員 各40人（抽選）
料金 無料（飲み物などは各自用意）
申し込み ９月29日㈮（消印有効）までに、往復はがき（１
枚２人まで）、eメール（１通２人まで）で住所、氏名（ふり
がな）、年齢、電話番号、希望のコースを〒790-8571
都市デザイン課「都市景観の魅力発見バスツアー」係 

toshikeikan@city.matsuyama.ehime.jpへ
良好な都市景観のために

屋外広告物の適正な管理を
　張り紙や広告板、ネオンサインなどの無秩序な設置
は景観を損なうだけでなく、管理が不適切な場合は、
倒壊や落下により通行者に危害を加える恐れもありま
す。屋外広告物を設置する際には、原則事前に申請し
て許可を受けなければなりません。

違法な張り紙を一斉に撤去します
　毎年９月の屋外広告の日に合わせて、市の中心部を
対象に電柱などの張り紙の一斉撤去を実施します。今
年は９月８日㈮に実施します。

屋外広告物の発注は市の登録業者へ
　広告物を発注する際は市の登録業者かどうか確認し
てください。（登録業者は市ホームページで公開）

定期的に安全点検を
　広告物の倒壊や落下を防ぐため、適正な管理をして
ください。

問都市デザイン課☎948-6518・ 934-1807

新商品を手にする古賀社長（右）と
野志市長

きらめき大賞「田中屋」

の大切にしたい
景 観100選100選決定！

今回は
新玉・雄郡地区
（3カ所）を紹介します

広報まつやまで順次掲載予定。詳しくは都市デザイン課のホームページや
市の都市計画情報サイト「e～よまちナビ」の観光情報タブを確認
問都市デザイン課☎948-6518・ 934-1807

大宝寺のうば桜
【南江戸五丁目】

子規堂
【末広町（正宗寺内)】

石手川公園・緑地
【室町一丁目（末広橋付近）】
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